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1998年度

日本線虫学会大会のお知らせ

大会事務局

いよいよ、第 6回 日本線虫学会大会が間

近になつて来ました。すでにニュースでも

お知らせしてあ りますように、つくば国際

シンポジウムと連動して 9月 1～ 2日 に開

催されます。24題 の講演申込みがあ り、

当初の予定よリー般講演の終了時間がやや

延長されるかと思われます。大会会場の明

治大学生回校舎では農学部 5号 館が竣工し、

研究室 (大会事務局)の 引越 し作業がまも

なく開始されるなど慌ただしい事情等重な

つてお りますので、大会の運営にあたって

手落ちのないように準備を進めてお ります。

大会の頃はまだ残暑の厳 しい季節でもあ

りますので、前日のつ くば国際シンポジウ

ム会場から移動される会員にとって、山の

上の会場までは一汗も二汗もかいて頂 くこ

とになろうかと思います。その汗を流した

分、一般講演終了後の懇親会では充分に水

分を補給できるように準備を進めてお りま

すので、大勢の会員の参加をお待ちしてお

ります。

(明治大学 ・八重樫隆志)

講演プログラム

1998年度本会大会を下記の通り開催い

たします。大会に関するお問い合わせは、

本会大会事務局 (〒214‐8571 神奈川県川

崎市多摩区東三田 1‐1‐1 明 治大学農学部

有害動物研究室 八 重樫隆志 口 乳 044‐

934-7026,FAX 044-934-7902)までお願い

します。



1 .日 程

9月 1日 (火)

13:00～ 14:00  総 会

14:00～ 17:15  -般 講演

17:30～ 19:30  懇 親会

9月 2日 (水)

10:00～ 14:15  -般 講演

2.会 場

大 会 :明治大学生回校舎

中央校舎 6階 AVホ ール

懇親会 :明治大学生田校舎

第一校舎 3号 館農学部会議室

交通等は、本ニュース No,13を ご参照下

さい。

3.参 加費

大会参加費 2,000円

(学生 1,000円、

当日一般参加 3,000円)

懇親会費  5,000円

(当日申込 6,00 0円)

4.講 演プログラム

9月 1日 (火)

〔一般講演〕14:00～17:15

(座長 水 久保隆之)

14:00101大 羽克明 (塩野義製薬KK油日

ラボラトリーズ):Emanectin安 息

香酸塩の線虫に対する作用について

14:15102岩堀英晶 ・神崎菜摘 。三井―偵

(京大院 ・農):ク ロマツ実生苗に

対する無菌線虫接種の結果から考察

される線虫の病原性について

14:30 103 ALI,NIt.R.,B.AMIN and N.

ISHIBASHI(Saga univ.):ン"力胡切‐

aみど0  2792夕 θ  Collected  from

Kyushu and some other districts

of Japan, with emphasis on the

host and temperature preferences.

(座長 奈 良部 孝 )

14:45104村 上尚子 ・石橋信義 (佐賀大

農 ):れ 滋eFe2沈1/s27922θ と

Pasわ″勉 Pttθ推亜 sの 組み合わせ

による土壊病害と線虫害同時防除の

可能性

15:00105北 上 達 (三重県農業技術セン

ター):ユ 婚わ宮ガタPttθ玄物コどの胞

子処理量及び潅水量の違いがサツマ

イモネコプセンチユウヘの付着に及

ぼす影響

15:15106立 石 靖 (九州農試):

P2s姥2rr2 P92θけansを 活用した栽

培体系によるサツマイモネコブセン

チュウ害抑制 II.,Pttθ rr2,s施

用後の 2作 目の効果

(休憩 15:30～ 15:45)

〔一般講演〕 15i45～17:15

(座長 佐 野善―)

15:45107柿 崎一恵 ・阿部 卓 (全国MO

A自 然農法産地支部連合会):自 然

農法によるトマ ト栽培圃場における

サツマイモネコプセンチュウ害に対

するギニアグラスの抑制効果 (第 2

報)

16:00108皆 川 望 ・片山勝之 。三浦憲蔵

(農業研究センター):植 物寄生線

虫及び自活性線虫の密度並びに トマ

ト生育に対するメチオエンの上壊施

用の効果

16:15109小 林義明 (アグロ ・カネショウ

(株)),森 脇久晃 ・木下桂彦 (静

岡県中遠農林事務所)!イ チゴーメ

ロンとトマ トーメロンの作付体系に

おける線虫発生の差異

(座長 百 田洋二)

16:30110阿 部 卓 口柿崎一恵 (全国MO



A自 然農法産地支部連合会)iイ チ

ゴ栽培休閑期におけるクルミネグサ

レセンチュウの深度別密度消長

16:45111三 平東作 (千葉農試):イ マム

ラネモグリセンチュウの寄生による

レンコン黒皮症の新発生

17:00112奈 良部 孝 (農研セ):抵 抗性

トマ ト品種に寄生するネコプセンチ

ュウの発生と分布

17:30～ 19:30 懇 親 会

9月 2日 (水)

〔一般講演〕10:00～14:15

(座長 荒 城雅昭)

10:00201串 田篤彦 ・神 繁 樹 ・植原健

人 ・百田洋二 (北海道農業試験

場):線 虫自体が持つふ化促進物質

について

10:15202佐野善― (九州農試):長 崎産

と北海道産ジャガイモシスセンチュ

ウの増殖に及ぼす土壊温度の影響

10:30203百 田洋二 ・串田籍彦 ・植原健人

(北海道農試):ジ ャガイモシス ト

センチュウの増殖に及ぼす温度の影

響

10:45 204 XIA,T.and M.IsHIMoTo

(Nat.Agr.Res,Center):Differ‐

ential expressed genes during the

process of soybean cyst nematode

(   F乃 姥拘 Jer2   鈴 転 衡

ICHINOHE)  infection by repre‐

sentational differences analysis of

cDNA.

(座長 皆 川 望 )

11100205植原健人・串田篤彦 ・百田洋二

(北海道農業試験場):リ バース ド

ットプロットハイブリダイゼーショ

ン法を用いたネグサレセンチュウの

同定

11:15206水 久保隆之 ・大類幸夫 (農研セ

ンター ・日本たばこ産業):ミ ナミ

ネグサレセンチュウの種複合体の識

別に有効な形態計測値 (予報)

11:30207荒 城雅昭(農環研):水 田・湿地

の線虫相の調査例とその解明の必要

性

(休憩 ・昼食 11:45～ 13:00)

(座長 吉 田睦浩)

13:00 208 BALIADI,Y.,N.IsHIBASHI and

E.KoNDO(Saga University):

め どう沈】けあ Л左タカぢαゴ̀をケ in entomo‐

pathogett nematodes.

13:15209伊 藤 賢治 (農 業研 究 セ ンタ
ー):宿 主昆虫死体からの昆虫病原

性線虫感染態幼虫の遊出時期

13:30210真 宮靖治 ・佐藤 信 (玉川大

農 ):Sttinα 肛盟2属 線虫の森林

土壊中における水平 ・垂直分布と移

動能力

(座長 近 藤栄造)

13:45211王  小 冬 ・石橋信義 (佐賀大

農 ):昆 虫病原性 線 虫 &血 er_

辺 御 脇 ダ あS 切 と の 共 存 が S t e ェ盟 θr ‐

コ切脇 と斡 πttg2θの感染行動に及

ぼす影響

1 4 : 0 0  2 1 2  E K A N A Y A K E , H . M . R . K , A .

M.C.P.ABEYSINGHE(HORDI,Sri

Lanka)and Y.ToIDA Kformer

」IRCAS): Potential of entomo‐

pathogenlc nematodes as biocon‐

trol agents of sweet potato weevil,

研 aS肋 危2五“ユ
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赤線

画面は倒立

鵠番引 颯 名腎

5.謡 演者の方へのお知らせ
一般講演の講演時間は、一課題当た り

15分 (予鈴 10分 、2鈴 12分 、終鈴 15

分)で す。時間厳守をお願いします。

講演に使用する図表などは 35mmの ス

ライ ドとし、講演一題につき 10枚 以内と

して下さい。各スライ ドの光源側には、講

演番号、演者名、挿入方向 (矢印または赤

線)、 映写番号を付けて下さい。

映写順序

|

1.線 虫学会会費改正について

前号のニュースで会費の値上げが必要と

なつた経緯につき報告致しました。会費は

学会細則に定められた事項ですので改正す

る場合細則の改正が必要です。事務局では

会則改正も視野に入れ、細則等の改正案を

作成し評議員の意見集約を行つて参 りまし

た。改正案に対 し賛否 ・修正等多様な意見

がありましたが、個人正会員の会費を現行

2,000円から 4,000円に改正すること、新

たに学生会費 2,000円を設けることでは了

承が得られてお ります。この細則等改正案

につきましてはつくばで開催される評議委

員会 (8月 30日 )の 決定を経て、明治大

学の大会当日 (9月 1日 )に 開かれる総会

の場で会員の皆様の承認を戴 く予定として

お ります。総会の場で、皆様の率直なご意

見を承 りたいと思います。多数の会員のご

来場をお待ちしてお ります。

2.1998年 日本線虫学会国際シンボジウム
“Recent Development of Biological

Control by BeneFlcial Nematodes''

・PostICIP Symposium

in Tsukuba,1998‐

開催のお知らせ

これまでにも詳しくお伝えしてきました

が、日本線虫学会国際シンポジウム 「有用

線虫による生物防除の最近の進歩」を下記

の通 り開催 します。懇親会参加希望者は、

参加申し込みをお急ぎ下さい。

1)日 程 :

8月 31日 (月)

9:15-17:00 シ ンポジウム

(講演 10題 )

17:30-19:30 懇 親会

(ホテルグランド東雲)

2)事 務局

大会参加を予定されている方で、参加費

等を未納の方は、当日の会計事務の簡素化

を図るためにもなるべ く早 く納入されます

よう、ご協力をお願い致します。

本大会の一般講演の講演要旨は、会誌第

28巻 2号 に登載する予定となつてお りま

す。要旨の修正が必要な場合は、9月 末日

までに日本線虫学会編集事務局 (〒840-

8502 佐賀市本庄町 1番地 佐 賀大学農学

部線虫学研究室 TEL 0952‐28‐8748,FAX

0 9 5 2 - 2 8 - 8 7 0 9 )宛に修正 した要旨をお送 り

下さい。

事務局から



農業研究センター 線虫害研究室
―l‐305‐8666

茨城県つ くば市観音台 3-1-1

Tc1 0298-38-8839,Fax 0298-38‐8837

E―mail mizu@narc.affrc.gojp

総括責任者 1山中 聡

(評議員、SDSバ イオテック)

Te1 0298‐47-0302

3)会 場

科学技術庁研究交流センター

つ くば市竹園 2-20-3

Te1 0298-51-1331

交通や会場案内などは本ニュース No.13

をご参照下さい。

4)参 加費

無料 (申し込み不要)

会員外の参加も歓迎

5)懇 親会

当日講演終了後、ホテルグランド東雲に

て開催 (会場まで送迎バス)

会費 6,000円 、参加希望者は8月 3日

までに送金して下さい。日座名 :日本線虫

学会国際シンポジウム事務局、日座番号 :

00110-7-34342)

当日受付 7,000円

6)要 旨集 ・講演成果集

当日簡単な講演要旨集を配布

後日、講演原稿を学会誌通常号または特

別号に掲載

[記 事 ]
Symposium on Sustainability of Pine

Forests in Relation to Pine Wilt and

Dedine

マツ林の保全とマツ枯れに

関する国際シンポジウムの

お知らせ

「マツ林の保全とマツ枯れに関する国際シ

ンポジウム」組織委員会

マツ科樹木からなる針葉樹林は、北半球

全域に広 く分布 し、木材資源としても環境

資源としても非常に重要な森林です。また、

わが国においては、アカマツの美林や海岸

のクロマツの松原は、景観 としても砂防

林 ・防風林 ・水源林などとしても重要な位

置を占めています。これ らのマツ林は、

様々な生物的、非生物的ス トレスの影響を

強 く受けてお り、なかでも、マツ材線虫病

は日本全国のマツ林において猛威をふるつ

ています。すでに、中国大陸、朝鮮半島、

台湾を含む東アジアに被害が蔓延しつつあ

り、材線虫病がヨーロッパのマツ林に進入

すれば 21世 紀には世界でもつとも重大な

脅威となることは間違いありません。

このような状況から、いま、21世 紀を

目前にして、世界のマツ林の保全と松枯れ

に関するシンポジウムを開催することは最

もふさわしい時期と考えます。マツ林およ

びマツの保全に関心のある方は、ぜひシン

ポジウムにご参加 ください。

主催 :

「マツ林の保全とマツ枯れに関する国際

シンポジウム」組織委員会

日本林学会

東京大学

勢q怪:

IUFRO(国 際森林研究機関連合)

ISPP(国 際植物病理学会)

後援 :

林野庁

場所 :

日経ホール

東京都千代日区大手町 1-9-5

日本経済新聞社ビルー日経ビルー



8 F

電話 03-5255-2144

地下鉄千代 回線 ・丸の 内線 ・東西

線 ・半蔵門線 ・都営三回線 :大手町

駅下車

九段会館

東京都千代田区九段南 1-6-5

電話 03‐3261-5521

地下鉄東西線 ・半蔵門線 ・都営新宿

線 :九段下駅下車

日程 :

10月 26日 (月):「 日経ホール」

登録受け付け

開会式 ・シンポジウム

懇親会

10月 27日 (火):「 九段会館」

研究講演会

研究講演会 ・ポスター発表

10月 28日 (水):「 九段会館」

研究講演会         午 前

研究講演会         年 後

懇親会           夜

10月 29日 (木)～ 10月 30日 (金)

現地検討会         終 日

(宮城県松島及びその周辺)

参加申し込み コ問い合わせ :

〒113-8657 東 京都文京区弥生 1‐1‐1

東京大学農学部森林植物学研究室気付
「マツ林の保全とマツ枯れに関する国際

シンポジウム」事務局

Fax.03-5802‐2958

近藤鶴彦先輩のご逝去を悼む

一戸 稔 (千葉県八千代市)

二重県松阪市にお住まいの近藤鶴彦様は

去る5月 24日 ご逝去されました。奥様の

お話では、昨年 9月 脳梗塞で倒れ、その後

リハビリに専念 しておられたそうです。83

歳でした。ここに謹んで哀悼の意を表しま

す。

近藤様は、私が農林省北海道農業試験場

で線虫を始めた昭和 25年 (1950)当時、千

葉県の海上試験地でサツマイモのネコプセ

ンチュウの研究を続けておられ、農林省の

中ではたつた一人の線虫の大先輩でした。

敗戦間もない当時の日本は、言つてみれば

鎖国同様で、海外からはもちろん国内でさ

え研究情報は皆無でしたので、近藤様から

戴いたわら半紙の成績書や別刷は私にとっ

ては宝物でした。

あとで分かつたことですが、その頃日本

には、かつて東大の鏑木外岐雄先生の門下

で線虫を学ばれた4人 の先輩がおられまし

た。今はいずれも故人になられましたが、

静岡農試 (のち名古屋大)の 捕富喜三、新

潟農試 (→静岡農試→農技研)の 高木信一、

朝鮮からご帰国の福岡気象台 (→佐賀大)

の横尾多美男、鹿児島大の渋谷正健の諸先

生です。しかし、そのどなたとも面識がな

かつた私は、やはり同じ農林省の近藤先輩

を一番頼 りにさせて頂きました。

近藤様にお目にかか り直接ご指導を仰ご

うと、昭和 28年 、東京の学会出席のあと、

国鉄の佐倉経由で旭まで行き、駅から田舎

道をかなり歩いて 「海上郡窮鳴村江ケ崎」

の試験地に夕方着きました。そこで三枝敏

郎氏にも会いました。国内のわずかな移動

も一日がかりの時代でした。

試験地誕生の経緯については、日本線虫

研究会発行の 「線虫研究の歩み」で近藤様

ご自身がくわしく述べておられます (10～

14頁 )。 要するに、戦時中、食糧増産を

はばむサツマイモのネコブセンチュウ被害

が大問題になり、地元からの対策要望の陳

情に応えて農林省が 「指定試験」として設

一剛

後

午

午

夜

単剛

後

午

年



置 したものです。近藤様はここで、昭和

17年 (1942)よ り、後任を国井喜章氏に

託して二重農試に移られた 32年 (1957)

まで、線虫研究の
“
火

"を
燃やし続けて来

られました。そしてこの火が、翌々年の昭

和 34年 (1959)に日本に勃興 した全国規模

の線虫調査に受け継がれました。海上試験

地の圃場は、昭和 46年 (1971)に千葉県に

返還され今はあ りませんが、サツマイモネ

コブセンチュウの和名と共に、日本の線虫

研究の発祥の地であります。

この試験地での先輩のご研究をひと口で

申せば、甘藷土壊中での線虫の年間発生消

長を基礎に、甘藷の品種 ・系統の線虫抵抗

性および被害を幅広 く調べ上げたことです。

当時 、 ネ コ プの学 名 には 」降後抑冴θ勉

盟2″加ゴが使われ、和名にはネコプともコ

ンリュウとも読める 「根嬉線虫」の漢字が

使われました。なお、昭和 23年 (1948)に

輸入線虫剤D― Dの わが国初の試験が行わ

れたのもここでした。

近藤様は登山がご趣味でした。昭和 30

年頃、北海道においでになり、お仲間と層

雲峡から大雪山の黒岳に一気に登られたの

には驚きました。また阿寒国立公園では寄

生植物サルオガセを見つけ、札幌の研究室

では外のナナカマ ドの赤い実に信州の山を

思い出しておられました。生物学者で登山

家の先輩を今でも思い出させるひと駒です。

最後に、幽冥相隔たる今、先輩のご冥福

を心からお祈 り申し上げます。

[新刊紹介]
Plant and Nmtode lnteractiorls

Agronomy Monograph No. 36

KENNETH  R. BARKER,  Gary  A.

PERDERSON,and Gary L.WINDHAMイ 痛。

発行元 :American Society of Agronomy,

Crop Science Society of America, and

Soil Science Society ofAmerica

Hardcover,772頁。1998年 発行。ISBN

O‐89118‐186‐9,S55.00

線虫による農産物の年間損失額は全世界

で 780億 ドルに達 し、アメリカだけでも

80億 ドルになると査定されているが、こ

こ4,5年 来農業線虫に関するテキス トは

刊行されず、アメリカにおいても農業線虫

学の霧 りを感じさせる寂しい思いをしてき

た。 で も久 しぶ りに (Zuc K E R n 4 t A N &

RoHDE編 の Plant Parasitic Nematodes

I,II,III以来と思われるくらい)農 業線

虫学健在なりという思いを馳せる楽しみが

現れた。

本書はアメ リカ農学会 (ASA)刊 行の

農業モノグラフ No.36で 、この叢書はい

わゆる農学としての本流である作物学、土

壊肥料学が主体であるが、その中に線虫学

が加わつたことは土壊と線虫との深い因縁

によるものであろう。

全体は 27章 から成 り付表も完壁で、分

厚い書物であるが格段に安い。編者の 1人

K.B郊 田阻 は謝礼として本 1冊 受け取つ

ただけで、これが全世界の線虫学の高揚に

役立てば満足すると言つている (私信)。

BARKER博 士は IFNS設 立に最も貢献 した

人物でもあるし (現在会長)、 彼の意気込

みには何か悲壮感さえ感じられる。

構成は始めの 14章 は線虫学のなかの総

論的基礎的な研究分野からり、線虫の生活

史、形態、分類、生態、生理、分子生物学、

分子遺伝学、抵抗性植物作出の遺伝子工学、

関連病害との因果関係、総合防除管理等と

大学の講義のネタとしても十分である。残

り 13章 は主要作物別にその主要線虫につ



いて各論的に纏めてあるが、取 り上げてい

る作物はアメリカ農業が中心になつていて、

アルフアルフア、クローバほか飼料豆類、

イネ科牧草など飼料作物、繊維作物として

棉などに多 くの東が割かれているのは致し

方ない。勿論、イネ、大豆、ジャガイモ、

野菜類、タバコ、柑橘など果樹類なども取

り上げられている。執筆者の殆どは私が見

たところ 50代 以上で経験豊かな働き盛 り

というところでもある。

本書の注文は、 8月 31日 のシンポジウ

ムと9月 1,2日 の学会会場受付付近に冊

子を置いているので自由に取つて貰いたい

が、会場に来られない人は下記に申し込め

ばよいでしょう。

ASA,CSSA,SSSA Headquaters O阜

ice,Atten:Book Order Departlllent,677

South Segoe Road;Madison 58711‐ 1086

USA

FAX:GUSPじ608-273-2021

E‐maili books@agrOnOmy.org

lnternett http:〃― .agrOnomy.org/pubcat/

U S A以 外 の 国 に は送 料 と して 本代 の

10%が カロえ られ る。credit card order

(Visa,Master Card,Discover)に は$2カS

手数料となる。

参考までに各章と執筆者を原文のまま紹

介する。

1.  Introduction and Synopsis of Ad‐

vancements in Nematology,Kenneth R.

BARKER

2.  Biology of Plant‐ Parasitic Nema‐

todes,」 ohn M.FERRIS and Virginia R.

FERRIS

3.  MIorphology and Systematics,」 on D.

EIsENBACK

4. From the Ground Up:Nematode E‐

cology in Bioassessment and Ecosystem

Health, Robert K.NILES and Dianna

Wall FRECKNIAN

5,  Physiolo夢 Cal and Molecular aspects

of Nematode Parasitism, Richard S.

HUSSEY and Valerie M.WILLIAMSON

6.  Population  DynaEliCS,   Robert

MCSORLEY

7.  Concoェ litant Pathogen and Pest

lnteractions,  George  S. ABAM and

Jttanian CHEN

8.   Crop‐  and Nematode‐ Management

Systems,James P.NoE

9.   Nematode‐ Pesticide  lnteractions,

Brent S.SIPES and Donald P.ScHmttTT

10. Breeding rbr Nematode Resisteance

and Tolerance,Lawrence D.YouNG

ll. Geneは c Mechanisms of Host‐ Plant

Resistance to Nematodes, Phlip A.

RoBERTS, ヽ Vi■iam C. MATTHEWS, and

John C.VEREMIS

12.Bioengineering Resistance to Plant‐

Parasitic  Nemaotdes,  Charles  H.

OPPEttLN and Mark A.CoNKLING

13.  Agrttultural  Sustainabittty  and

Nematode lntegrated Pest hatanagement,

Larry DuNCAN and Joseph W.NoELING

14. Information Transfer, Becky B.

WESTERDAHL and Edward P.Caswen‐

CHEN

1 5 , S o y b e a n , R o b e r t  A . K I N L O C H

16.Corn,Gary L.WINDIIAM

17. Cotton,James L.STARR

18.Alfalfa,Gerald D.GRIFFIN

19. Clovers and Other Forage Legumes,

Gary A. PEDERSON and Kenneth H.

QUESENBERRY

20. Forages Grasses,Ernest C.Bernard,

Kimberly D.GwINN, and Gerald D.



GRIFFIN

21.Rice and Other Cereals,Edward C,

McGAWLEY and Charles OvERSTREET

22. Tobacco,Charles S.JoHNSON

23.Peanut,Don W.DIcKSON

24.Potato,B■ lB.BRODIE

25.Vegetable CrOps,Alva W.JoHNSON

26. Fruit and Citlus Trees,Andrew P.

N Y C Z E P I R  a n d  L . O l e  B E C K E R

27. Small Fruits, 」 oseph EsNARD and

Bert M.ZucKERW臥 N

石橋信義 (佐賀大学)

Plant Nematode Control

WHITEHEAD,A.G.著

発行元 :CAB Internahonal

384頁 。1998年発行。

ISBN 0851991882;邦貨約 20,000円

最近の専門書は多 くの著者の分担執筆

になるのが普通である。事情は線虫学でも

同じで、それだけ専門化 (蛸壷化)が 進ん

でいることになるのであろう。このような

状況下で、実践的でありなが全体も見渡せ

る研究者がいたことを本書が教えてくれた

だけでも嬉 しい。本書は著者単独で書かれ

たという事実、それだけでも珍 しい力作で

あるが、線虫防除に関し実に幅広 くしかも

深 く実践的に紹介している。読んで損はな

い魅力的なテキス トである。本書を同じ出

版元 (CAB)か ら出た 2冊 の類書 と比較

すると、その優れた特徴が明らかになるで

あろう。Plant Parasitic Nematodes in

Subtropical and TrOpical Agricultl】 re,

(Luc,M.et al.eds.,CAB International,

1990,629 pp.)は 亜熱帯と熱帯の線虫の

実際的なテキス トを意図 して作 られ、

Plant Parasitic Nematodes in Temperate

Agriculture,(EヽィンNs,K.et al.eds.,

CAB International,1998,648 pp.)はこ

の姉妹書として温帯の線虫を扱つている。

幸か不幸か線虫学会ニュースでは書評され

なかつたから、初めて聞き及ぶ方がいるか

もしれない。 こ れ ら2冊 の野菜の線虫に

関する記述を見てみよう。まず構成では、

作物の簾で章が設けられ、それぞれ分担執

筆されている。その簾の下に線虫の種が出

てくる。例えば野菜の章で見ていくと、野

菜の種類、地域別生産面積が表に示され、

野菜の線虫の種類と症例が記載され、最初

にネコプセンチュウが記述される。この線

虫のバイオロジー (発育 と温度、土質、

pHと の関連)や 生活環、レース、生存、

分散、複合病、経済的損失額、経済被害許

容水準、次いで防除の箱があり、この下に

耕種的防除 (無病苗、輪作、根の処分、有

機物施用)、 物理的防除 (灌水、陽光処

理)、 非寄主作物や抵抗性品種利用、化学

農薬、生物防除、防除法の要約、診断法

(密度推定法)で ある。これが終わると、

イモグサレ、ネグサレ等の線虫が続 く。以

上は熱帯の線虫の構成だが、温帯の線虫も

極めて類似した構成で、しかももつと簡略

である。ほとんどの線虫は多犯性だから作

物別に同じ線虫が繰 り返し記述され、全体

では内容の重複 が著 しい。本が分厚 い

(600頁 以上)わ りに内容は薄い。特に化

学防除法の記述は通 リー遍である。沢山の

著者が関与しているのに (だからこそ?)、

調整が不十分だつた悪い例である。

本書はところが、一人で書いているこ

とに加え線虫別に簾が作つてあるから無用

な重複が無い。第一章は線虫と防除法の概

説である。形態や分類は必要以上にくどく

書いていない。ここでは主要な農薬につい

ても構造式、蒸散圧、水への溶解特性、



LD50等 が表で紹介されている。グラフと

数式を用いて線虫密度の被害の関係を示し、

防除の目的とは、被害許容水準以下に線虫

を安定させることであると宣言する。以降

の章は2.ツ ブセンチュウとハガレセンチ

ュウ、 3.ザ イセンチュウとクキセンチユ

ウ、 4.外 部寄生線虫 (ナガハリセンチュ

ウ、ユ ミハリセンチュウ、ヤ リセンチユウ、

イシュクセンチュウ等)、 5.半 内部寄生

線虫 (ラセンセンチュウ、ニセフクロセン

チュウ等)、 6.移 動性内部寄生線虫 (イ

ネネモグリセンチュウ、ネグサレセンチュ

ウ)、 7.定 住性内部寄生線虫 (シス トセ

ンチュウ)、 8.定 住性内部寄生線虫 (ネ

コプセンチュウ、)と 線虫の寄生様式に沿

つた簾が設けてあり、最後に9.結 論と防

除の展望となる。ネコブセンチュウの項目

を見てみよう。始めに生態と被害の概説が

ある。次にいきなり防除になる。濯水、陽

熱処理と続き、非寄主作物と輪作について

具体的な数字を挙げて記述され、ネコブセ

ンチュウの様々な種についてそれぞれ有効

な輪作作物が述べられ、ここで種の形態図

も示されている。抵抗性に関しては、その

機構の説明、レース問題が記述され、抵抗

性作物の寿命は期待されているより短いこ

と、普及の前に地域個体群に対 して試験が

必要なことなどが簡潔に述べられている。

次いで、様々な生物防除の工ニジェントの

防除効果について具体的なデータを示して

紹介されている。有機物施用についても多

くの資材について試験例が紹介されている。

ネコプセンチュウの disinfectionという見

だしを設けて、 くん蒸剤の解説が4東 も続

く (蒸気処理については数行しか書かれて

いない)。 ネコブセンチュウは 120cmの

深層にも分布し、深層防除が肝要であるが、

土壌 くん蒸剤によるネコプセンチュウの種

(複数)毎 にの最近の防除研究が詳細に

(3頁 )紹 介されている。メチプロと菌根

菌の組み合わせが有効だつたとか、DDで

1.8m深 層の線虫が減 らせたとか興味深い

ことが出てくる。次いで非 くん蒸型殺線虫

剤による最近の防除研究という見だしの下

に線虫の種毎に事例が 1頁 を使つて紹介さ

れ、非くん蒸剤のネコプセンチュウヘの作

用の見だしの下にこれも種毎に2頁 、非 く

ん蒸剤の効果的施用方についてはこれも種

毎に 11頁 もの記述がある。これはあくま

でネコブセンチュウの部分のページ数であ

る。どの線虫群でも同じように沢山の紙数

が割かれている。ちなみに熱帯の線虫の野

菜のネコプセンチュウでは 1頁 しか害」かれ

ていない。書評子は寡間にしてこれほどケ

ミカル トリー トメントについて詳説した線

虫書があつたかどうか知らない。農薬によ

る防除は現に線虫防除の主体であり、研究

の蓄積もこれだけ多いということであろう。

最終章では線虫防除の発展の可能性に触れ

ながら有効な線虫防除法を概観している。

参考文献には 90東 も費やされている (約

1/4が 文献 !)が 、これは、著者が短い

序文で述べている 「主要有害種についてそ

れらの防除法に関した多くのソースの有用

情報を総合することである」という本書の

目的の帰結である。索引は線虫種名で引け

る一般索引だけでなく、作物からひく索引

も別に設けてあつて、作物の側から線虫の

防除法を調べたい場合、線虫と植物の相互

関係を知 りたい場合の便宜が図られている。

コンパクトにして情報量多く、しかも使い

やすい本である。作物防疫に関わる線虫学

会の多 くの方々にお勧めできる。注文は

E―mall:率 でも受け付けている

らしいので、試してみては如何。

水久保隆之 (農業研究センター)
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[編集後記]

◆日本線虫学会国際シンポジウムの準備

は着々と進んでいます。学会 として初

めて ?の 宣伝用のポスター (deshigned

by荒 城 c_八;)も できあが りました。

会員各位にお送 りすることがあるかも

しれませんが、その節は掲示による宣

伝にご協力下さい (シンポジウム事務

局と打合せ中)。

◆本学会最大のイベン ト、日本線虫学会

大会の講演申し込みは 24題 でした。大

会を盛 り上げるため、講演をなさらな

い会員の皆様の参加を改めて呼びかけ

ます。

◆ 「マツ枯れ国際シンポジウムのお知 ら

せ」は、表記国際シンポジウム事務局

からの協力要請に基づ き、送付された

原稿をそのまま掲載しました。

◆学会事務局は、 日本線虫学会のホーム

ベージのア ドレスを申請 しましたが、

ホームページの立ち上げは遅れていま

す (5月 の連休後にはできあがるで し

ょうとのことだったのに…)。 次号の

ニュースには学会ホームベージのア ド

レスを掲載できるでしよう。

1998年 7月 28日

日本線虫学会発行

編集責任者 荒 城雅昭

農業環境技術研究所

環境生物部微生物管理科

線虫 ・小動物研究室

司=305 8604

茨城県つ くば市観音台3-1-1

TEL:0298‐ 38-8316

FAX:0298‐ 38‐8199

E‐ma‖:arachis@niaes.attrc.9o.jp

◆このようなわけで、線虫関係のホーム

ベージを紹介するコーナーは次号か ら

始めます。本ニュースで紹介する線虫

関係のホームベージを募集 しています。

自薦他薦は問いません。紹介 したホー

ムベージには、特にさしつかえがなけ

れば学会のホームベージからリンクを

張らせて頂きます。

◆農業関係の線虫研究者が多数ヨーロッ

パ線虫学会 1998シ ンポジウム (8月 4

～ 9日 、ダンディー (イギ リス))に

参加 しますので、次号のニュースには

ヨーロッパの最新の線虫研究事情につ

いての報告が掲載できると思います。

西澤 務 さんのブラジルの線虫問題の

続編も掲載予定です。

◆本ニュースの原稿を随時募集 していま

す。身近な線虫の話題、諸会議の報告、

学会または会員への提案等 どのような

内容でも結構ですので、下記または最

寄のニュース編集担当者までご連絡 く

ださい。写真も掲載 していこうと考え

ています。 (荒城雅昭)

日本線虫学会ニュース第14号

編集担当 i荒城雅昭 ・小坂 肇

串田篤彦 ・立石 靖

入会申し込み等学会に関するお問い合わせ

は学会事務局 :

〒305-8666茨城県つ くば市観音台 3‐1‐1

農業研究センター 線虫害研究室まで

TEL i 0298‐38‐3839

FAX!0298-38‐ 8837

E‐ma門i narabu(ЭnarC.attrc.go.jp
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